
トーク＆コンサート

 お か だ   か な

岡田 奏
ピ ア ニ ス ト

演奏曲
F. ショパン：ワルツ第 6番 変ニ長調 作品 64-1
　　　　　　「子犬のワルツ」
サン＝サーンス：動物の謝肉祭から　 　　　ほか

開場 10:30
開演 11:00

（終了 11:45）

下関市生涯学習プラザ
海のホール   下関市細江町 3-1-1

 大人  1,500 円   子ども  500 円
※2歳以下入場不可          ※子ども（3歳～中学生）

 プレイガイド　チケットは以下よりお求めいただけます。

◆下関市生涯学習プラザ、下関市民会館、
　シーモール ラン
◆チケットぴあ
　Pコード：241918
◆チケット for LINE 
　https://arte75.icticket.jp/event/detail/3
　※ご利用にはメールアドレスを登録した
　　  LINE アカウントが必要です

主催　一般社団法人 arte75　　後援　下関市、下関市教育委員会、公益財団法人下関市文化振興財団

お問い合わせ先
   ▶ 一般社団法人 arte75
Tel: 070-8398-4809
Email: info@arte75.org 
公演詳細： https://arte75.org/kanawithkids/⇒

チケットぴあ

チケットfor LINE

15 歳からパリ国立高等音楽院で学び、国内外で大活躍
のピアニストであり、そして１児のママでもある岡田奏が、
子どもと一緒に楽しめるクラシック音楽の世界を約 45 分の
ショートプログラムでご案内します。上質なピアノの音色を
ホールでご堪能ください！

公演詳細

2023

5.6 土



函館市生まれ。15 歳で渡仏。パリ国立高等音楽院のピアノ科と室内楽科を
最優秀で卒業、修士課程を最優秀で修了し、第 3 課程アーティスト・ディ
プロマ科を修了。
8 歳でリサイタル・デビューを果たし、12 歳で開催したショパンの
エチュード全曲演奏会や、NHK-FM「名曲リサイタル」は絶賛された。
これまでに、日本、フランス、ドイツ、イタリア、モロッコ、ポーランド、スペ
インの各地でリサイタルを開催し、フランスとベルギーではフランク・
ブラレイと共演している。
これまでに、ベルギー国立管弦楽団、シモン・ボリバル交響楽団、読売日
本交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、東京交響楽団、日本フィル
ハーモニー交響楽団、神奈川フィルハーモニー管弦楽団、札幌交響楽団、
仙台フィルハーモニー管弦楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団、中部
フィルハーモニー交響楽団、京都市交響楽団、関西フィルハーモニー管弦
楽団、日本センチュリー交響楽団、大阪交響楽団、兵庫芸術文化センター
管弦楽団、広島交響楽団、静岡交響楽団等のオーケストラと、マティアス・
バーメルト、セバスティアン・ヴァイグレ、マリン・オールソップ、ポール・
メイエ、ヘルムート・ライヒェル・シルヴァ、クレメンス・シュルト、クリ
スティーナ・ポスカ、小林研一郎、尾高忠明、広上淳一、大友直人、高関健、
山下一史、山田和樹、円光寺雅彦、大井剛史、川瀬賢太郎、粟辻聡、西本智実、
三ツ橋敬子、田中祐子等の指揮者と共演している。

チケット取り扱い

◆ 下関市民会館、下関市生涯学習プラザ 、シーモール ラン

◆ チケットぴあ
 　Pコード：������
　 http://ticket.pia.jp/pia/event.ds?eventCd=2314073

◆ チケット for LINE 
　 https://arte75.icticket.jp/event/detail/3
　　　　　    LINE でチケットを受け取れるサービスです。
　　　　　    左の QR コードから購入ページにアクセスできます。
　　　　　    ※ごメールアドレスを登録した LINE アカウントが必要です。
　　　　　    ※キャリア決済ご利用の際は手数料が発生します。
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電車：下関駅より徒歩約 15 分 /  バス：「細江町バス停」下車徒歩約 5 分

岡田 奏Kana Okada

音楽祭への出演も多く、アンヌ・ケフェレックが芸術監督を務めるサントンジュ・ピアノ・フェスティバルの
ほか、ラ・フォル・ジュルネTOKYO、パリのショパン・フェスティバル、アヌシー国際音楽祭、コマンジュ・フェスティ
バル、エガリエール・ミュージック・フェスティバル、エルヌ・ピアノフォルティッシモ、韓国のピース＆ピアノ・フェ
スティバル等、いずれも好評を博す。また、NHK「名曲アルバム」、「クラシック倶楽部」、「リサイタル・ノヴァ」、

「きらクラ！」等、メディアへの出演も多数行っている。
2022 年、セカンドソロアルバム「Transformer」をトリトーン・レーベルよりリリース、好評を得ている。多数の
コンクール歴を持ち、2013 年第 8 回プーランク国際ピアノ・コンクール第 1 位、2013 年第 12 回ピアノ・キャン
パス国際コンクール第 1 位を獲得したほか、2016 年エリザベート王妃国際音楽コンクールのファイナ
リスト入賞となり話題を呼ぶ。
ピアノを加茂和子、植田克己、上田晴子、ジョルジュ・プルーデルマッハー、フランク・ブラレイ等に、室内楽
をクレール・デゼール、イタマール・ゴラン、ブルーノ・パスキエ等に師事。文化庁新進芸術家海外研修制度
研修生、ローム・ミュージック・ファンデーション奨学生、フランス・バンクポピュレール財団奨学生として
研鑽を積んだ。芸劇オーケストラ・アカデミー・フォー・ウインド講師、一般財団法人地域創造による公共ホール
音楽活性化事業（おんかつ）支援登録アーティスト。

Profile


